長岡青年会議所半纏（一般参加者用）新調について

■半纏新調の理由

一般社団法人長岡青年会議所(以下、「長岡JC」とする)は創立以来、長岡まつりにその時代ごとに形を変えながら郷土長岡の活性、そして発展に熱い想いを持ち参画して参りました。1977年からは、お祭り特別委員会が立ち上がり、地域活性に特化したお祭り系委員会が繋がれ今年で38年目になります。
長岡JCは、長岡まつりに市民参加型の神輿渡御で参画し、市民の皆様と共に郷土長岡を盛大に盛り上げ、活気ある長岡を発信するべく宵宮事業を継承しております。今後も歩みを止めることなく、お祭り系の委員会が継続され、誇りである長岡まつりへの参画は続いていきます。
神輿に関しては、復興の想い、安全面、担ぎ易さを追求し、2011年に34代五十嵐陽平委員長の想いを乗せ現在の「長岡JC神輿」が誕生しましたが現在、参加していただいた市民へ貸し出している半纏は、当初の「米百俵神輿」からのものになります。更に長岡まつり宵宮事業を盛り上げ、活気ある長岡を発信するためには市民の皆様と一心となり、「長岡JC神輿」を「長岡青年会議所」名が入った半纏を着ていただき、魅せる神輿渡御で担ぎ手、前夜祭を観に来ている皆様と共に長岡まつりを盛り上げることが郷土長岡の活性に繋がります。
■新調のメリット
・メンバー、担ぎ手は、団体名「長岡青年会議所」半纏を着て「長岡JC神輿」を担ぐことで一心となれ、神輿と担ぎ手に一体感が生まれ、魅せる神輿渡御が行えます。
・参加団体が把握でき、人的管理がしやすくなります。
・「長岡JC神輿」が確固たるものになり、リピーターや参加者増に繋がります。
・雪しかまつりなどの一般市民を巻き込んだ事業にて、新調した半纏を使うことで市民との繋がりを発信できます。
　
■予算確保の提案
[bookmark: _GoBack]・特別会員の皆様から協賛を募らせていただく。
・企業協賛を募らせていただく。
＊協賛者の皆様へのメリットとして、企業名を公表させていただく。（当日配布する一般参加者用冊子に企業名を記載）
